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新清会

Ｑ　

�

大
学
は
地
域
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
と
は
。

Ａ　

�

基
本
構
想
策
定
委
員
会

で
、
大
学
は
地
域
に
夢

と
希
望
を
与
え
る
と
い

う
意
見
を
頂
き
「
ひ
と

づ
く
り
」
と
「
ま
ち
づ

く
り
」
が
両
輪
と
な
り

「
新
し
い
価
値
づ
く

り
」
と
い
う
、
市
が
考

え
る
大
学
設
置
の
方
向

性
と
一
致
す
る
も
の
。

Ｑ　

�

大
学
院
の
必
要
性
と
は
。

Ａ　

�

大
学
院
が
な
け
れ
ば
優

秀
な
教
員
が
集
ま
ら
な

い
、
交
換
留
学
や
海
外

か
ら
優
秀
な
学
生
を
呼

ぶ
際
、
大
学
院
だ
と
来

て
く
れ
る
。

Ｑ　

�

優
れ
た
や
る
気
の
あ
る

高
校
生
の
受
け
皿
と
な

る
、
今
ま
で
の
大
学
と

違
う
大
学
を
目
指
す
べ

き
で
は
。

Ａ　

�

進
学
校
出
身
の
学
生
だ

け
で
は
な
く
、
実
業
高

校
出
身
の
学
生
に
も
門

戸
を
開
き
、
意
欲
あ
る

学
生
、
探
求
心
旺
盛
な

学
生
に
多
く
集
ま
っ
て

欲
し
い
。
ま
た
特
徴
あ

る
教
育
に
よ
る
「
尖
っ

た
大
学
」
を
目
指
す
。

  大学設置に関して

  策定委員会の意見は

Ｑ　

��

ク
マ
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
防
止
の
た
め
、

地
域
と
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
対
策
を
強
化
し

て
い
く
の
か
。

Ａ　

�

地
域
の
方
々
と
の
情
報

交
換
や
現
地
確
認
と
あ

わ
せ
て
専
門
家
か
ら
も

定
期
的
に
助
言
を
頂
き
、

農
作
物
被
害
対
策
や
ク

マ
と
の
不
意
の
遭
遇
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

の
刈
り
払
い
や
放
任
果

樹
の
伐
採
な
ど
、
生
息

環
境
の
管
理
を
進
め
て

行
く
。

Ｑ　

�

令
和
７
年
度
か
ら
新
た

に
設
置
す
る
集
落
支
援

員
と
は
。

Ａ　

�

和
賀
・
川
東
地
域
か
ら

地
域
で
取
り
組
み
た
い

事
柄
を
募
り
、
事
柄
に

取
り
組
む
集
落
支
援
員

を
公
募
・
選
考
の
上
、

委
嘱
し
、
支
援
室
と
連

携
し
て
課
題
解
決
に
取

り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

・�

「
子
育
て
寄
り
添
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

・�

「
多
様
な
人
材
が
働
き
や

す
い
環
境
の
向
上
」
に
つ

い
て

・�

「
健
康
と
安
心
の
地
域
づ

く
り
推
進
」
に
つ
い
て

・�

「
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

事
業
」
に
つ
い
て　

な
ど

そ
の
他
所
属
議
員

齊さ
い
と
う藤　

金か
ね
ひ
ろ浩　

議
員

居い

こ

ま駒　

勉
つ
と
む　

議
員

藤ふ

じ

た田　

民た

み

お生　

議
員

高た
か
は
し橋　

晃あ
き
ひ
ろ大　

議
員

佐さ

と

う藤　

惠け

い

こ子　

議
員

代表質問者

藤
ふじわら

原　常
つ ね お

雄 議員

  

市
長
の
市
政
運
営
方
針

  

よ
り

Ｑ
　�

大
学
設
置
に
係
る
財
政

費
用
な
ど
を
精
査
す
べ

き
で
は
。

Ａ
　�

現
在
の
運
営
費
試
算
に

は
専
門
的
な
機
器
類
の

更
新
費
は
見
込
ん
で
い

な
い
が
、
計
画
が
進
ん

で
い
っ
た
段
階
で
精
査

し
て
い
き
た
い
。
建
設

費
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
的
な
財
政
見
通
し
を

精
度
を
上
げ
て
示
す
必

要
が
あ
る
。
た
だ
し
、

20
年
後
ま
で
見
渡
す
事

は
難
し
い
の
で
、
予
測

で
き
る
範
囲
で
示
し
た

い
。

Ｑ　

�

大
学
設
置
基
本
構
想
が

ま
と
ま
っ
て
か
ら
市
民

へ
の
説
明
は
。
次
の
段

階
の
予
算
計
上
は
６
月

で
は
な
く
、
も
っ
と
議

論
を
尽
く
し
て
か
ら
に

す
べ
き
で
は
。

Ａ　

�

今
ま
で
も
46
回
、
地
域

や
団
体
へ
説
明
し
て
き

た
。
基
本
構
想
が
ま
と

ま
っ
た
後
も
説
明
は
続

け
て
い
く
が
、
国
の
理

系
人
材
養
成
の
補
助
金

申
請
が
秋
頃
と
な
る
事

も
考
慮
し
て
、
次
へ
の

予
算
計
上
の
時
期
は
考

え
た
い
。

Ｑ　

�

今
の
と
こ
ろ
１
件
当
た

り
約
44
万
円
の
コ
ス
ト

が
掛
か
っ
て
い
る
。
低

減
策
は
。

Ａ　

�

委
託
業
務
の
一
部
を
こ

れ
ま
で
の
事
業
者
か
ら

市
内
事
業
者
へ
切
り
替

え
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

の
低
減
お
よ
び
現
場
対

応
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ　

�

１
人
１
台
端
末
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
新
聞
閲
覧
の

狙
い
は
。
ま
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ

導
入
に
よ
る
教
員
の
負

担
増
の
懸
念
は
。

Ａ　

�

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
端
末
に
新
聞
を
閲

覧
で
き
る
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
読
解
力
な
ど

の
向
上
を
狙
う
。
導
入

に
よ
っ
て
新
た
な
教
育

内
容
が
増
え
る
も
の
で

は
な
く
、
授
業
の
中
で

活
用
し
て
い
く
た
め
の

も
の
。
学
校
現
場
の
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

米
価
対
策
と
農
業
施
策
に

つ
い
て

・�

教
育
行
政
の
推
進
体
制
に

つ
い
て

・�

小
学
校
の
通
学
支
援
に
つ

い
て

関
連
質
問
者

平ひ

ら

の野　

明あ
き
の
り紀　

議
員

そ
の
他
所
属
議
員

千ち

だ田　

優ゆ

う

こ子　

議
員

白し
ら
と
り鳥　

顕け

ん

し志　

議
員

八や

え

が

し

重
樫　

民た
み
の
り德　

議
員

佐さ

さ

き

々
木　

護
ま
も
る　

議
員

梅う

め

き木　

忍
し
の
ぶ　

議
員

北上まほろばクラブ

代表質問者

三
み や け

宅　靖
やすし

 議員

  大学設置についての議論を

　
�Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞

を
）
の
推
進
は

　２月通常会議では、各会派の代表者５人が質問しました。

代表質問とは

　新年度当初予算を審議する会議（２月通常会議）および市

長が就任して初めての会議で、会派の代表者が市政や市の教

育方針について質問を行うものです。また、会派に所属する

議員が関連する事項について質問をします。

代表質問

　
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
の
コ
ス
ト
低
減
策
は
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Ｑ　

�

米
ひ
と
め
ぼ
れ
10
㎏

６
５
０
０
円
、
キ
ャ
ベ

ツ
１
玉
４
０
０
円
な
ど
、

食
料
品
の
高
騰
が
家
計

を
圧
迫
し
て
い
る
。
学

校
給
食
費
無
償
化
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
�

物
価
高
騰
に
よ
る
食
材

高
騰
分
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
完
全
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。

国
が
令
和
８
年
度
小
学

校
給
食
の
無
償
化
実
現

を
発
表
し
た
こ
と
か
ら

動
向
を
注
視
す
る
。

Ｑ　

�

国

保

税

就

学

前

の

子

ど

も

均

等

割

１
万
３
３
０
０
円
の
廃

止
は
１
９
３
万
円
の
財

源
で
可
能
。
子
育
て
支

援
策
と
し
て
実
施
す
べ

き
で
は
。

Ａ　

�

国
保
の
財
政
見
通
し
は

歳
出
が
歳
入
を
上
回
り

基
金
の
枯
渇
も
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
均
等
割
廃
止
は
考

え
て
い
な
い
。

Ｑ　

�

低
所
得
・
生
活
保
護
世

帯
へ
ご
み
袋
無
料
配
布

は
。

Ａ　

�

ご
み
排
出
量
に
応
じ
た

処
理
費
用
の
応
益
負
担

を
原
則
と
す
る
こ
と
か

ら
、
無
料
化
の
考
え
は

な
い
。

  物価高騰から

　住民のくらし支える施策を

Ｑ　

�

昨
年
の
「
令
和
の
米
騒

動
」
は
、
農
業
の
再
生
、

食
料
の
安
定
供
給
の
重

要
性
を
示
し
た
。
農
業

従
事
者
確
保
や
農
業
の

役
割
へ
の
見
解
は
。

Ａ　

�

担
い
手
確
保
の
た
め

「
農
業
人
フ
ェ
ア
」
で

の
情
報
提
供
の
ほ
か
、

新
規
就
農
者
の
経
験
受

け
入
れ
農
家
紹
介
、
親

元
就
農
支
援
を
実
施
。

農
業
は
食
料
の
生
産
・

供
給
の
ほ
か
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
役

割
な
ど
を
担
う
重
要
な

産
業
で
あ
る
。

Ｑ　

�

農
産
物
の
販
売
促
進
の

た
め
、
農
業
者
が
ネ
ッ

ト
販
売
す
る
際
の
輸
送

費
補
助
を
実
施
し
、
農

業
者
の
所
得
増
を
実
現

す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

�

農
産
物
は
基
本
的
に
生

産
者
が
販
売
す
る
も
の

で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
販
売

に
対
す
る
行
政
の
関
わ

り
方
は
、
他
市
の
取
り

組
み
事
例
を
情
報
収
集

し
、
市
産
業
ビ
ジ
ョ
ン

の
中
間
見
直
し
に
合
わ

せ
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い

て
・�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
解
消

に
つ
い
て

・�

北
上
市
立
大
学
設
置
に
つ

い
て

・�

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

・�

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
に
つ
い
て

・�

特
別
支
援
学
校
高
等
部
分

教
室
の
設
置
に
つ
い
て

そ
の
他
所
属
議
員

田た

じ

ま島　

清き

よ

み美　

議
員

髙た
か
は
し橋　

久く

み

こ

美
子　

議
員

代表質問者

安
あんとく

德　壽
す み こ

美子 議員

  

農
業
の
強
固
な
経
済

　
基
盤
の
確
立
を

Ｑ　

�

基
本
計
画
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
学
長
以
下

ス
タ
ッ
フ
の
選
任
は
。

Ａ　

�

現
在
、
基
本
構
想
策
定

に
注
力
し
、
設
置
の
最

終
判
断
、
庁
内
意
志
決

定
の
後
、
具
体
的
検
討

に
着
手
す
る
。
学
長
、

教
員
、
事
務
ス
タ
ッ
フ

の
人
選
は
市
立
大
学
成

功
の
鍵
で
あ
り
、
学
生

の
安
定
的
確
保
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
の
人
脈
、
関

係
機
関
と
の
連
携
で
、

最
大
限
の
努
力
が
必
要

と
な
る
。

Ｑ　

�

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

開
学
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
整
合
性
は
。

Ａ　

�

開
学
時
期
は
早
く
て
令

和
12
年
４
月
、
準
備
期

間
は
５
年
間
、
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
が

実
現
可
能
で
あ
る
。

Ｑ　

�「
市
立
大
学
法
人
」
設

立
の
運
営
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

�

市
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

教
職
員
の
非
公
務
員

化
、
校
舎
の
法
人
所
有

に
よ
っ
て
人
事
や
校
舎

の
管
理
が
不
要
と
な
る
。

大
学
側
と
し
て
も
、
学

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
迅
速
、
柔
軟
、

戦
略
性
あ
る
独
自
の
運

営
が
可
能
と
な
る
。

 市立大学実現の課題について

Ｑ　

�

日
本
語
教
育
体
制
強
化

の
具
体
策
は
。

Ａ　

�

交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
日

本
語
教
室
を
６
月
頃
よ

り
予
定
す
る
と
と
も
に
、

外
国
人
受
講
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
日
本
語
教

室
パ
ー
ト
ナ
ー
を
養
成

す
る
研
修
会
も
開
催
し

て
い
く
。

Ｑ　

�

庁
内
横
断
的
な
外
国
人

市
民
へ
の
対
応
強
化
に

つ
い
て
。

Ａ　

�

市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
、
各
部
長
で
構
成
す

る
「
多
文
化
共
生
推
進

本
部
」
を
、
外
国
人
と

日
本
人
が
お
互
い
快
適

に
暮
ら
す
ま
ち
に
す
べ

く
、
市
長
が
本
部
長
と

な
り
、
部
署
連
携
を
強

化
し
進
め
て
い
く
。
地

域
づ
く
り
組
織
と
の
連

携
強
化
を
国
際
交
流
協

会
の
協
力
の
下
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
開
催
し
、
地

域
、
企
業
、
市
民
団
体

な
ど
と
協
働
で
進
め
、

共
に
学
び
あ
う
機
会
を

増
や
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

北
上
駅
西
口
か
ら
本
通
り

地
区
ま
で
の
再
開
発
に
つ

い
て

・�

「
不
登
校
・
い
じ
め
」
の

児
童
・
生
徒
増
加
対
応
に

つ
い
て

そ
の
他
所
属
議
員

藤ふ
じ
わ
ら原　

慶け
い　

議
員

小こ

だ

し

ま

田
島　

德と
く
ゆ
き幸　

議
員

代表質問者

阿
あ べ

部　眞
ま き お

希男 議員

  

外
国
人
労
働
者
急
増

　
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ　

�

市
は
大
学
設
置
の
目
的　

を
①
半
導
体
関
連
の
人　

材
確
保
②
若
者
の
流
出　

を
防
ぐ
③
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
説
明
し

た
。
県
の
半
導
体
関
連

人
材
育
成
施
設
が
４
月

に
開
設
さ
れ
、
今
後
若

者
の
流
出
は
増
加
を
た

ど
り
、
大
学
卒
業
後
に

地
元
に
残
る
学
生
も

数
％
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
百
貨
店
誘
致
に
よ

る
再
開
発
も
倒
産
や
撤

退
で
こ
の
地
域
の
に
ぎ

わ
い
を
年
々
減
少
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
流
れ
を

ど
う
分
析
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

�

当
初
か
ら
一
貫
し
て
大

学
を
若
者
の
流
出
抑

制
・
流
入
促
進
や
賑
わ

い
の
創
出
、
人
材
育

成
・
確
保
と
い
っ
た
ま

ち
の
課
題
解
決
の
手
段

の
一
つ
と
説
明
し
て
お　

り
、
「
新
し
い
価
値
づ

く
り
」
の
考
え
に
変
わ

り
な
い
。
大
学
の
あ
る

ま
ち
の
様
々
な
効
果
も

当
初
か
ら
言
及
し
て
い

た
。
大
学
を
人
口
減
少

時
代
の
生
き
残
り
戦
略

と
し
て
、
役
割
を
果
た

す
意
義
を
改
め
て
確
認

し
て
い
る
。

Ｑ　

�

令
和
５
年
度
に
発
覚
し

た
市
内
の
学
校
に
お
け

る
イ
ジ
メ
の
「
重
大

事
態
の
件
」
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
現
状
は
。
ま
た
第
三

者
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
結

論
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。
さ
ら
に
、
今
般
の

重
大
事
態
の
件
を
含
め

て
「
学
校
に
お
け
る
イ

ジ
メ
問
題
」
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
お
よ
び
学

校
現
場
の
対
応
の
反
省

点
と
今
後
の
再
発
防
止

策
を
具
体
的
に
示
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ　

�

い
じ
め
重
大
事
態
に
つ

い
て
は
対
策
専
門
委
員

会
、
い
わ
ゆ
る
第
三
者

機
関
に
よ
る
調
査
が
実

施
途
中
で
あ
り
、
終
了

時
期
に
つ
い
て
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
今
後
の

対
応
策
に
つ
い
て
は
早

期
発
見
に
努
め
、
被
害

者
に
寄
り
添
っ
た
組
織

的
な
対
応
を
行
う
よ
う

学
校
に
対
し
て
指
導
し

た
。
校
長
会
議
に
お
い

て
も
組
織
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
か
再
確
認

の
指
示
を
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・�

本
通
り
二
丁
目
地
域
の
再

開
発
事
業
計
画
に
つ
い
て

・�

教
育
委
員
会
と
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
現
場
に
お
け
る
教

職
員
へ
の
Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
に

つ
い
て
の
対
応
方
針

そ
の
他
所
属
議
員

原は
ら　

利と
し
み
つ光　

議
員

北政会

代表質問者

高
たかはし

橋　孝
こ う じ

二 議員

  大学設置の目的が

　破綻しているのでは

　
学
校
に
お
け
る
イ
ジ
メ

　
問
題
の
再
発
防
止
策
は

太お

お

た田　

洋よ
う
い
ち市　

議
員


